
『太
平
広
記

』

訳
注

巻

四
百
十
八

「
龍
」

一

(下
)

太
平
広
記
読
書
会

本
稿
は
前
稿

「
『太
平
広
記
』
訳
注

ー
巻
四
百
十
八

「龍
」

一

(上
)

1
」
(『国
語
国
文
学
研
究
』
第
四
十
三
号

二
〇
〇
八
年
)
に
続
き
、
『太

平
広
記
』

の
巻
四
百
十
八
の
訳
注
で
あ
る
。
『太
平
広
記
』
は
北
宋
の
初

め
に
編
纂
さ
れ
た
小
説
を
集
め
た
類
書
で
あ
る
。
本
書
は
日
本
の
説
話
文

学
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
訳
注
を
行
う
こ
と

は
今
後
の
中
国
文
学

・
日
本
文
学
双
方
の
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
と
考
え
る
。

ま
た
こ
れ
は
平
成
十
七
年
七
月
十
四
日
よ
り
始
ま
っ
た

『太
平
広
記
』

読
書
会
の
成
果
の

一
部
で
も
あ
る
。
当
読
書
会
は
熊
本
大
学
所
属
の
教
員

を
中
心
に
し
て
、
他
大
学
の
教
員
や
学
生
、
社
会
人
な
ど
、
所
属
の
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
広
く
集
ま

っ
た
有
志
に
よ
る
会
で
あ
り
、
今
後
も

『太
平
広

記
』
を
読
み
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

底
本
、
参
考
文
献
、
及
び
字
体
に
つ
い
て
は
前
稿
に
記
し
た
通
り
で
あ

る
。
な
お
、
作
品
番
号
は
前
稿
の
続
き
と
す
る
。

0
10

「梁
武
后
」

〔本
文
〕

梁
武
郡
皇
后
性
妬
忌
。
武
帝
初
立
、
未
及
冊
命
。
因
急
怒
、
忽
投
殿
庭

井
中
。
衆
趨
井
救
之
、
后
已
化
爲
毒
龍
。
煙
焔
衝
天
、
人
莫
敢
近
。
帝
悲

歎
久
之
、
因
冊
爲
龍
天
王
、
便
於
井
上
立
祠
。
(出

『爾
京
記
』)

〔訓
読
〕

梁
武
の
郡
皇
后
は
性

妬
忌
な
り
。
武
帝

初
め
て
立
ち
、
未
だ
冊
命

す
る
に
及
ば
ず
。
因
り
て
急
怒
し
、
忽
ち
殿
庭
の
井
中
に
投
ず
。
衆

井

は
し

に
趨
り
て
之
を
救
は
ん
と
す
る
も
、
后

巳
に
化
し
て
毒
竜
と
為
る
。
煙

つ

焔

天
を
衝
き
、
人

敢

へ
て
近
づ
く
莫
し
。
帝

悲
歎
す
る
こ
と
之
を

久
し
く
し
、
因
り
て
冊
し
て
竜
天
王
と
為
し
、
便
ち
井
上
に
於
い
て
祠
を

立
つ
。

〔語
注
〕

○
梁
武

梁
の
武
帝
の
こ
と
。
在
位
五
〇
二
～
五
四
九
。
梁
の
初
代
皇
帝
。

南
蘭
梁

(現
在
の
江
蘇
省
鎮
江
市
の
東
南
)
の
人
。
中
興
二
年

(五
〇
二
)、

斉
か
ら
政
権
を
奪
取
し
、
梁
を
建
国
し
た
。
○
郡
皇
后

梁
の
武
帝
の
后
。



四
六
八
～
四
九
九
。
高
平
金
郷

(現
在
の
山
西
省
高
平
市
)
の
人
。
誰
は

徽
。
誰
は
徳
。
建
武
五
年

(四
九
八
)
に
武
帝
は
雍
州
刺
史
と
な
る
と
、

自
分
は
先

に
任
地
に
赴
き
、
後
に
彼
女
を
州
に
迎
え
た
。
し
か
し
翌
永
元

元
年

(
四
九
九
)
に
后
は
三
十
二
歳
で
亡
く
な

っ
た
。
中
興
二
年

(五
〇

二
)、
武
帝
が
梁
公
に
封
ぜ
ら
れ
る
と
梁
公
妃
の
位
を
贈
ら
れ
、
つ
い
で

武
帝
が
帝
位
に
就
く
と
皇
后
の
位
が
追
贈
さ
れ
た
。
『梁
書
』
巻
七
に
伝

が
あ
る
。
○
珊
命

皇
后
や
皇
太
子
、
宰
相
な
ど
を
任
命
す
る
際
に
、
詔

書
を
下
し

て
命
じ
る
こ
と
。
冊
立
す
る
。
『尚
書
』
「顧
命
」
に

「大
史
乗

と

の
ぼ

書
、

由
賓

階
踏

、
御

王
冊
命

。
」

(大
史

書

を
乗

り

、
賓

階

に
由
り

て
踏

む
か

り
、
王
を
御

へ
て
冊
命
す
。)
と
あ
る
。
○

『雨
京
記
』

未
詳
。
『太
平

広
記
』

に
は
七
話
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
内
容
的
に
は
唐
代
の
両
京

(長

安
と
洛
陽
)
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
或
い
は

『両
京
新
記
』
の
こ
と
か
。

『両
京
新
記
』
は
、
唐

・
章
述
の
撰
。
開
元
年
間

(七

=
二
～
七
四

一
)

に
成
立
し
、
唐
代
の
両
京
の
こ
と
を
記
す
。
も
と
五
巻
あ

っ
た
が
散
侠
し
、

そ
の
残
欠
本

一
巻
が
尊
経
閣
に
残
る
。

〔訳
文
〕

梁
の
武
帝
の
郡
皇
后
は
嫉
妬
深
い
性
格
で
あ
っ
た
。
武
帝
が
即
位
し
た

ば
か
り

の
頃
、
ま
だ
皇
后
を
冊
立
し
て
い
な
か
っ
た
。
皇
后
は
そ
の
こ
と

を
怒
り
、
突
然
宮
殿
の
庭
の
井
戸
に
飛
び
込
ん
だ
。
人
々
は
井
戸
に
駆
け

寄

っ
て
助
け
よ
う
と
し
た
が
、
皇
后
は
既
に
毒
竜
と
化
し
て
い
た
。
煙
と

炎
が
天
を
衝
く
勢
い
で
噴
き
上
が
り
、
誰
も
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
武
帝
は
し
ば
ら
く
悲
嘆
に
暮
れ
、
皇
后
を
竜
天
王
に
封
じ
て
井
戸
の

ほ
と
り

に
祠
を
立
て
た
。

0
11

「劉
甲
」

〔本
文
〕

宋
劉
甲
居
江
陵
。
元
嘉
中
、
女
年
十
四
、
姿
色
端
麗
。
未
嘗
讃
佛
経
、

忽
能
暗
訥

『法
華
経
』
。
女
所
住
屋
、
尋
有
奇
光
。
女
云
、
「已
得
正
畳
。

宜
作
二
七
日
齋
。」
家
爲
置
高
座
、
設
賓
帳
。
女
登
座
、
講
論
詞
玄
。
又

説
人
之
災
鮮
、
諸
事
皆
験
。
遠
近
敬
禮
、
解
衣
投
寳
、
不
可
勝
数
。
衡
陽

王
在
鎭
、
躬
率
参
佐
観
之
。

経
十
二
日
、
有
道
士
史
玄
眞
日
、
「此
怪
邪
也
。」
振
褐
往
焉
。
女
即
已

知
、
遣
人
守
門
。
云
、
「魔
邪
尋
至
。
凡
着
道
服
、
成
勿
納
之
。」
眞
攣
服

奄
入
。
女
初
猶
喝
罵
、
眞
便
直
前
、
以
水
漉
之
、
即
頓
絶
。
良
久
乃
甦
、

問
以
諸
事
、
皆
云
不
識
。
眞
日
、
「此
龍
魅
也
。
」
自
是
復
常
、
嫁
爲
宣
氏

妻
。
(出

『渚
宮
奮
事
』)

〔訓
読
〕

宋
の
劉
甲

江
陵
に
居
る
。
元
嘉
中
、
女

年
十
四
に
し
て
、
姿
色

端
麗
な
り
。
未
だ
嘗
て
仏
経
を
読
ま
ざ
る
に
、
忽
ち
能
く

『法
華
経
』
を

と
ど

つ

暗

諦

す

。
女

の
住

ま

る
所

の
屋

に
、
尋

い
で
奇
光

有

り

。
女

云

ふ
、

「
已

な

に
正
覚
を
得
た
り
。
宜
し
く
二
七
日
の
斎
を
作
す
べ
し
」
と
。
家

為
に

ま

ロつ

と

高
座
を
置
き
、
宝
帳
を
設
く
。
女

座
に
登
り
、
講
論
し
て
玄
を
詞
く
。

又
た
人
の
災
祥
を
説
き
、
諸
事

皆
験
あ
り
。
遠
近

敬
礼
し
、
衣
を
解

た

き

宝
を

投
ず

る

こ
と

、
数

ふ

る
に
勝

ふ

べ
か

ら
ず

。
衡

陽
王

鎮

に
在

り
、

み
つ
か

ひ
き

躬

ら
参

佐
を

率

ゐ

て
之
を

観

る
。

十

二

日
を

経

、
道

士

史
玄

真

有

り

て
曰

く
、

「
此

怪

邪

な
り

」
と

。

ゆ

や

褐
を
振
る
ひ
て
往
く
。
女

即
ち
已
に
知
り
、
人
を
遣
り
て
門
を
守
ら
し



む

。
云

ふ
、

「
魔

邪

尋

い
で
至

ら

ん
。
凡

そ

道

服
を

着

く

る

も

の
は

、

み
な

い

た
ち
ま

成

之
を
納
る
る
勿
か
れ
」
と
。
真

服
を
変
じ
て
奄
ち
入
る
。
女

初

あ
た

そ
そ

め
猶

ほ
喝

罵
す

る
も

、

真

便

ち
前

に
直

り

、
水
を

以

て
之

に
濯

げ
ば

、

や

即
ち
頓
絶
す
。
良
や
久
し
く
し
て
乃
ち
甦
り
、
問
ふ
に
諸
事
を
以
て
す
る

し

も

、
皆

識

ら
ず

と

云

ふ
。
真

曰
く

、

「
此

れ
竜

魅

な

り

」
と

。
是

よ

り

常

に
復

し
、
嫁

し

て
宣

氏

の
妻

と
為

る
。

〔
語
注
〕

○
宋

劉
甲

未

詳

。
○

江
陵

現
在

の
湖

北
省

荊
州

市

辺
り

。
か

つ
て

の

楚

の
都
郵

が

こ
こ

に
あ

り
、
繁

栄
を

誇

っ
た
。

南
朝

で
は
上

流

の
重

鎮

た

る
と

と
も

に
、
下
流

の
国
都

に
対

す

る
脅
威

で
も
あ

っ
た
。

○

『法

華
経

』

五
胡
十

六
国

後
秦

の
頃

の
人

、
鳩
摩

羅

什

が
漢
訳

し

た
仏

典

の
中

で
も

『維

摩
経
』

と

並

ん

で
重

要
視

さ
れ

た
経

典
。

南
朝

で
は

よ
く
読

ま
れ

て

い
た
。
○

正
覧

正

し

い
仏

の
悟
り

。
等

正
覚

、
無

上

正
覚

。
○

一
一七

日

齋

六
斎

の

一
つ
か
。

六
斎
と

は
、

仏
教

の
在

家
信

者

が

八
斎

戒

(不

殺

生

・
不
楡

盗

・
不
婬

・
不
妄
語

・
不

飲
酒

・
化

粧

や
歌

舞

に
接

し
な

い

・

高
く

ゆ

っ
た
り

し

た
床

で
寝

な

い

・
昼
過

ぎ

に
食
事

し

な

い
)
を

守
り

、

精
進

す

る

こ
と

。

そ

の
精
進

は
月

の
八

日

・
十

四

日

・
十

五
日

・
二
十

三

日

・
二
十

九

日

二

二
十

日

の
六
日
と

決
ま

っ
て

い
た
か

ら

、
六
斎

日
と

も

い
う

。

こ

こ
で
は

二

×
七

=
十

四
と

い
う

こ
と

で
、
十

四

日

の
斎

日

の

こ

と
を

言
う

か
。

○
高

座

法
会

・
講

経

な
ど

説
法
講

説

の
折

に
講

経

の
僧

が
座

る

、

一
般

聴

聞
者

よ
り

一
段
高

く
設

け

ら
れ

た
座

席

。
○
寳

帳

宝

で
飾

ら

れ
た
と

ば

り
。

斗
帳

。
○
解

衣

衣

を
脱

ぐ

こ
と

。

こ
こ

で
は
、

脱

い
だ

衣

を
娘

に
与

え

た

こ
と
を

言

う

か
。

『史

記
』

巻

九

十

二

「
准

陰

侯
列
伝
」
に

「漢
王
授
我
上
將
軍
印
、
予
我
数
萬
衆
、
解
衣
衣
我
、
推
食

食
我
、
言
聴
計
用
。
故
吾
得
以
至
於
此
。
」
(漢
王

我
に
上
将
軍
の
印
を

あ
た

ま
と

授
け

、
我

に
数
万

の
衆

を

予

へ
、
衣

を
解

き

て
我

に
衣

は
し

め
、
食

を

推

し

て
我

に
食

ら

は
し

め
、
言

は
聴

き

計

は
用

ふ
。

故

に
吾

以

て
此

に

至

る
を

得

た

り
。
)
と

あ

る
。

○
衡

陽

王

宋

の
武
帝

劉

裕

の
末

息

子

、

衡

陽
文

王
劉

義
季

の
こ
と
。

元
嘉

元

年

(四

二
四
)

に
衡

陽
王

に
封

じ

ら

れ

、
同
九

年

(
四
三

二
)

に
南
徐

州

刺
史

に
遷

っ
て

い
る

の
で
、

こ

の
話

は

そ

の
間

の
出
来
事

と

い
う

こ
と

に
な

る
。
元

嘉

二
十

四
年

(四

四
七

)
、

病

に
よ

っ
て
三
十

三
歳

で
亡

く

な

る
。

『宋

書
』

巻

六
十

一
に
伝
が

あ

る
。

○

参

佐

下

役
、

属

僚
。

○

史
玄

眞

未

詳
。

○
振

褐

「
褐

衣
」

は
粗

末

な
衣

で
、

一
般

の
僧

が
着

る
衣

の
こ
と

。

こ
こ

で
は
僧

で
は
な

く
、
道

服

の

こ
と
と

思
わ

れ

る
。
「
振
衣

」
は

立
ち

上
が

っ
て
衣

の
塵
を

払
う

こ
と
。

或

い
は
、

衣
服

を

は

た

め
か

せ

て
歩

く

こ
と

か
。

『幽
明

録
』

二
百

四
十

九
話

に

「
忽

見
此

女
子

、
振

衣
而

來

、
即

與
燕

好
。
」

(忽

ち
此

の
女

子

を

見

る

に
、

衣
を

振

る
ひ

て
来

た

り

、
即

ち

与

に
燕

好

す
。
)

と

あ

る
。
○

龍

魅

「
魅

」

は
人

を

証

か
す

こ
と
。

こ
こ

で

は
、
竜

が

人
を

証

か

し

た

こ
と

を

言
う

か

。
○

『渚

宮

蓄

事
』

唐

、
余

知

古

撰
。

唐
代

に
至

る

ま

で

の
楚

の
出

来
事

を
記

す

。
「
渚

宮
」

は

郵

の
南

に
あ

っ
た
宮

殿

の
こ
と

。

〔
訳
文

〕

宋

の
劉
甲

は

江
陵

に
住

ん

で

い
た

。

元
嘉
年

間

(四

二
四

～
四

五
三

)
、

十

四
歳

の
娘

が

お
り

、
容
姿

端

麗

で
あ

っ
た
。

娘

は
そ

れ
ま

で
仏
教

の
経

典

を
読

ん
だ

こ
と

も

な
か

っ
た

の
に
、
突

然

『法
華

経
』

を
暗

諦

で
き

る

よ
う

に
な

っ
た

。
程

な
く
娘

が

住

ん
で

い
る
部

屋

に
不

思
議

な
光

が
現

れ



た
。
娘

は

「
私

は
既

に
悟
り

を

得
ま

し
た

。
十

四

日

の
斎

を
行

い
ま

し

ょ

う

。
」

と

言

っ
た

。
家

族

は
彼

女

の
為

に
高

座

と

宝
帳

を

設

け

た
。

娘

は

高

座

に
登

り
、

仏

の
教
え
を

講

じ

て
玄

に

つ
い

て
語

っ
た

。
ま

た

人

の
吉

凶
を

説
き

、
ど

れ
も

そ

の
通
り

に
な

っ
た

。
遠

近

の
も

の
は
皆

彼
女

を

敬

い
、

着

て

い
た

衣
服

や
宝
物

を

さ

さ
げ

る
こ
と

、
数

え
切

れ

ぬ
程

で
あ

っ

た
。

衡
陽

王
は

そ

の
任
地

に
あ

っ
て
、
自

ら
配

下
を

引
き

連

れ

て
御

覧

に

な

っ
た
。

十

二

日
経

つ
と
、
道

士

の
史

玄
真

が

「
こ
れ

は
邪

悪
な

者

の
仕
業

で
あ

る
。
」

と

言

い
、
褐

衣

を

は
た

め

か

せ

て
や

っ
て
来

た
。

娘

は
す

ぐ

に

そ

れ
を

知

っ
て
、

人

に
門
を

守
ら

せ

て

「
邪

悪
な
者

が

間
も

な
く

や

っ
て
来

る

で
し

ょ
う
。

道
服

を
ま

と

っ
た
者

は
、
誰

も

入
れ

て
は

な
り

ま

せ
ん

。
」

と
言

い

つ
け
た

。
玄

真
は

服
を

変

じ
て
す

ぐ

に
入

っ
て
き

た
。

娘

は
初

め

は
ま

だ
声

を
あ

げ

て
罵

っ
て

い
た

が
、
玄
真

が
前

に
立

っ
て
水

を
注

ぎ

か

け

る
と

、
す
ぐ

に
ば

っ
た

り
倒

れ

こ
ん
だ

。
暫

く
し

て

や

っ
と

目
を

覚
ま

し
た

の
で
、

そ
れ
ま

で

の
こ
と

を
色

々
尋

ね
た

が
、

何
も

分
か

ら
な

い
と

言

っ
た
。

玄
真

は

「
こ
れ

は
竜

に
魅

入
ら

れ
た

の
で
あ

る
。
」
と

言

っ
た

。

そ

れ
か

ら
娘

は
元

に
戻
り

、
嫁

い
で
宣
氏

の
妻

と
な

っ
た

。

0

12

「宋

雲
」

〔本

文
〕

後

魏
宋

雲
使

西
域

、
至

積
雪

山
。

中
有
池

、
毒

龍

居
之

。
昔

三

(
明
紗

本

三
作

五
。
)
百
商

人

止
宿
池

側

、
値

龍
葱

怒

、
汎

殺
商

人

。
果

陀
王

聞
之

、

捨
位

與

子
、
向

鳥
場

國
學

婆
羅

門
呪

。
四
年

之

中
、
善

得
其

術

。
還
復

王

位
、
就
池
呪
龍
。
龍
化
爲
人
、
悔
過
向
王
。
王
即
從
之
。
(出

『洛
陽
伽

藍
記
』
)

〔訓
読
〕

後
魏
の
宋
雲

西
域
に
使
ひ
し
、
積
雪
山
に
至

る
。
中
に
池
有
り
、
毒

竜

之
に
居
る
。
昔
三
百
商
人

池
の
側
に
止
宿
す
る
に
、
竜
の
葱
怒
に

あ値

ひ

、
商

人
を

汎
殺

す

。
果
陀

王

之

を
聞

き

、
位

を
捨

て
子

に
与

へ
、

お

鳥
場
国
に
向

い
て
婆
羅
門
の
呪
を
学
ぶ
。
四
年
の
中
、
善
く
其
の
術
を
得

つ

の

た
り

。
還

り

て
王
位

に
復

し

、
池

に
就

き

て
竜

に
呪

る
。

竜

化

し

て
人

あ
や
ま

と

為
り

、

過
ち

を
王

に
悔

ゆ
。
王

即

ち
之

を
従

ふ
。

〔語
注

〕

○

後
魏

王
朝
名

。

三

八
六

～
五

三

四
。
北

魏
と

も

い
う

。
鮮
卑

の
拓

践

珪

が
建

国

し
、

平
城

(
現
在

の
山

西
省
大

同

市

の
東

)

に
都

を

置

い
た
。

後

、
孝

文
帝

は

四
九

四
年

に
都

を
洛

陽

に
遷

し
た

。

五

二
一二
年

に
起

こ

っ

た
六
鎮

の
乱

が

引
き

金
と

な
り

、
後

魏

は
五

三

四
年

に
東

魏

・
西
魏

の
二

つ
の
政

権

に
分

裂
し

た
。

○
宋

雲

生

没
年

未
詳

。
敦

煙

(現
在

の
甘
粛

省

敦
焼

市
)

の
人

。
北

魏

の
胡
太

后

の
命

を
受

け

、
神

亀

元
年

(五

一
八
)

に
、
沙

門

の
法
力

や
恵
生

(慧

生
と

も
書

く

)
ら

と

西
方

に
使

い
し

、
北

イ

ン
ド

を
訪

れ

て
、
正

光

三
年

(
五

二

二
)
、
仏
典

百

七
十

部
を
持

ち
帰

っ

た

。

一
行

は
首
都

洛

陽
を

出
発

し

て
か

ら
吐

谷
渾

に

入
り

、
そ

の
保
護

の

も

と

に
青

海

路

を

と

っ
て
都
善

に
出

て
、

ホ
ー

タ

ン

(干

聞
)
、

ワ

ッ
カ

ン

(鉢

和
)

を
経

て

エ
フ
タ

ル

(
嘱
燵
)

に
至

っ
て
そ

の
王
と
会

見

し
、

北

イ

ン
ド

に
出

て
ウ

ジ

ャ

ー
ナ

(烏

場
)
、
ガ

ン
ダ

ー

ラ

(乾

陀

羅
)

な

ど
を

訪

れ
た

。
彼

の
見
聞

録
と

し

て

『宋

雲
家

記
』

が
あ

っ
た

が
今

は
侠



し

て

い
る
。

『
新
唐

書
』

巻

五
十

八

「芸

文

志

」
、

『
旧
唐

書
』

巻

四
十

六

「
経
籍

志
」

に

『
魏
国

以
西

十

一
国
事
』

一
巻

と
あ

る

の
は

同
書

を
指

す

か
。
○

西
域

中

国
人

が
西
方

諸
外

国
を

総
称

す

る

に
用

い
た
名

。
広

義

に
は
今

の
イ

ン
ド

・
イ

ラ

ン
地
方

や
小

ア
ジ

ア

・
エ
ジ

プ
ト

地
方

を
も

含

む

こ
と
も

あ
り

、
狭

義

に
は
新

彊

ウ
イ

グ

ル
自

治
区

南
半

の
タ

リ
ム
盆

地

を

中
心

と
す

る
地
方

を

特
称
す

る
。

○
積

雪
山

不
可
依

山

の
こ
と
。

常

に
雪
が
積

も

っ
て

い
る
か
ら

言
う
。

こ
の
話

は

『洛

陽

伽
藍

記
』

巻

五
に

収

め
ら

れ

て
お
り

、
そ

こ

に
は

「
三
日
至

不

可
依

山
。
其

庭

甚
寒

、
冬

夏

積

雪
。

山
中
有

池

、
毒
龍

居
之

。
」

(三

日

に
し

て
不
可
依

山

に
至

り
、

其

の
処

甚

だ
寒

く

、
冬
夏

雪
を
積

む
。

山
中

に
池

有

り
、
毒

竜

之

に

居

る
。
)

と

あ

る
。

『
洛

陽
伽

藍

記
』

(中

国
古

典

文

学

大
系

平
凡

社

一
九

七

四
年
)

の
入

矢
義

高
氏

の
注

に

は

「
周

(祖

護

)
氏

は
小

パ

ミ
ー

ル
に
当

て
、
深

田

(久
弥

)
氏

の
前

掲
書

(
『
中
央

ア
ジ

ア
探

険
史

』
)

で

は

カ

ン
ダ

ハ
ー
ル
峠

に
比
定

し
て

い
る
。
」
と

あ

る
。
○

果
陀

王

未
詳

。

『洛

陽
伽

藍
記
』

は

「
盤

陀
王

」

に
作

る
。
盤

陀
王

は
漢

盤

陀
国

の
王

。

漢
盤

陀

国
は
、
現
在

の
タ

シ

ュ
ク

ル
ガ

ン

(↓
鋤
ω
莫

霞

oq
冨
5
)
。
「
渇

桑
陀

」

「
渇

盤
陀

」
「
喝

盤

陀
」

「
蜴
盤

陀
」

な
ど

と
も

書

か
れ

る
。

○
鳥

場
國

「
烏

場

国
」

に
同

じ
。

ウ
ジ

ャ
ー

ナ

(d
α
鷺
5
僧
)
。

烏
侯

那

国
、
烏

養

国

な
ど

と
も
書

く

。
イ

ン
ダ

ス
河

の
上

流

の

ス
ワ
ー

ト
川

の
河

源
地

帯
を

領

域
と

し
た

国
。

呪
術

の
類

が
盛

ん

で
あ

っ
た

よ
う

で

『大

唐

西
域

記
』

巻

三

「
烏
侯

那

国
」

に
は

、
「
人

性
怯

儒

、

俗
情

謡

読

。
好

學

而

不

功
、

禁

呪
爲

藝
業

。
」

(
人

性

怯
儒

に
し

て
、

俗
情

謡

誰

な
り

。
学

を
好

む

も
功

な
ら
ず

、
禁

呪

を
芸
業

と
為

す

。
)
と

あ

る
。

ま
た

『洛

陽
伽

藍
記

』

巻
四
に
烏
場
国
出
身
の
沙
門
曇
摩
羅
が
不
思
議
な
術
を
用
い
た
話
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
。
「法
雲
寺
、
西
域
烏
場
國
胡
沙
門
僧
曇
摩
羅
所
立
也
。
…

京
師
沙
門
好
胡
法
者
、
皆
就
摩
羅
受
持
之
。
戒
行
眞
苦
、
難
可
楡
揚
。
秘

呪
聯
験
、
閻
浮
所
無
。
呪
枯
樹
能
生
枝
葉
、
呪
人
攣
爲
騙
馬
。
見
之
莫
不

析
怖
。」
(法
雲
寺
は
、
西
域
烏
場
国
の
胡
沙
門
僧
曇
摩
羅
の
立
つ
る
所
な

り
。
…
京
師
の
沙
門

胡
法
を
好
む
者
、
皆
摩
羅
に
就
き
て
之
を
受
持
す
。

戒
行

真
に
苦
に
し
て
、
楡
揚
す
べ
き
こ
と
難
し
。
秘
呪
神
験
、
閻
浮
に

の

無
き
所
。
枯
樹
に
呪
ら
ば
能
く
枝
葉
を
生
じ
、
人
に
呪
ら
ば
変
じ
て
騙
馬

と
為
す
。
之
を
見
る
に
析
怖
せ
ざ
る
莫
し
。)
○
婆
羅
門

司
祭
者
。

σ霞
9
ヨ
m5
曽
の
音
訳
。
イ
ン
ド
に
お
け
る
カ
ー
ス
ト
の
内
の
最
高
の
も
の
。

僧
侶
階
級
。
ま
た
単
に
イ
ン
ド
か
ら
き
た
修
行
僧
の
意
。
○

『洛
陽
伽
藍

記
』

東
魏

・
楊
街
之
の
撰
。
全
五
巻
。
北
魏
の
首
都
が
洛
陽
に
遷

っ
て

か
ら
仏
寺
が
興
隆
し
た
が
、
永
煕
の
乱
で
焼
失
し
た
の
で
、
こ
れ
に
感
じ

て
旧
聞
を
拾
い
集
め
た
も
の
。
城
内
と
城
外
の
東
西
南
北
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ

一
巻
を
当
て
て
、
寺
院
に
関
係
の
あ
る
政
治
、
経
済
、
地
理
、
故
事
、

異
民
族
の
習
俗
な
ど
を
詳
述
し
て
い
る
。

〔訳
文
〕

後
魏
の
宋
雲
は
西
域
に
使
い
し
、
積
雪
山
に
至
っ
た
。
山
中
に
は
池
が

あ
り
、
そ
こ
に
は
毒
竜
が
い
た
。
此旦
二
百
人
の
商
人
が
池
の
側
に
宿

っ
た

折
、
竜
の
怒
り
に
遭

っ
て
皆
殺
し
に
な
っ
た
。
果
陀
王
は
そ
れ
を
聞
く
と
、

王
位
を
子
に
与
え
て
鳥
場
国
で
婆
羅
門
の
呪
を
学
ん
だ
。
四
年
の
間
に
そ

の
術
を
し
っ
か
り
身
に
付
け
る
と
、
帰
国
し
て
王
位
に
復
し
、
池
に
行
っ

て
竜
に
呪
を
か
け
た
。
竜
は
人
と
化
し
て
、
王
に
過
ち
を
悔
い
た
。
王
は



こ
の
竜
を
従
え
る
こ
と
に
し
た
。

0
13

「察
玉
」

〔本
文
〕

弘
農
郡
太
守
察
玉
以
國
忌
日
於
崇

(崇
字
原
空
闘
。
擦
明
紗
本
補
。)

敬
寺
設
齋
。
忽
有
黒
雲
甚
密
、
從
東
北
而
上
、
正
臨
佛
殿
。
雲
中
隠
隙
雷

鳴
。
官
厩
猶
未
行
香
、
拉
在
殿
前
。
聚
立
仰
看
、
見
爾
童
子
赤
衣
、
雨
童

子
青
衣
、
倶
從
雲
中
下
來
。

赤
衣
二
童
子
先
至
殿
西
南
角
柱
下
、
抽
出

一
白
蛇
身
長
丈
鯨
、
仰
郷
雲

中
。
雷
聲
漸
漸
大
而
下
來
。
少
選
之
間
、
向
白
蛇
從
雲
中
直
下
、
還
入
所

出
柱
下
。
於
是
雲
氣
輻
低
着
地
、
青
衣
童
子
乃
下
就
住
。

一
人
捧
殿
柱
、

離
地
数
寸
。

一
童
子
從
下
又
抜
出

一
白
蛇
長
二
丈
許
、
仰
郷
雲
中
。
於
是

四
童
子
亦

一
時
騰
上
、
入
雲
而
去
。
雲
氣
梢
高
、
布
散
遍
天
。
至
夜
、
雷

雨
大
窪
、
至
晩
方
舞
。

後
看
殿
柱
根
、
乃
蹉
半
寸
許
、
不
當
本
庭
。
寺
僧
謂
此
柱
腹
空
。
乃
墾

柱
至
心
、
其
内
果
空
。
爲
龍
藏
隙
。
(出

『大
業
拾
遺
記
』)

〔訓
読
〕

弘
農
郡

の
太
守
察
玉

国
忌
の
日
を
以
て
崇
敬
寺
に
於
い
て
斎
を
設
く
。

忽
ち
黒
雲

の
甚
だ
密
な
る
有
り
、
東
北
よ
り
し
て
上
り
、
正
に
仏
殿
に
臨

む
。
雲
中

隠
隠
と
し
て
雷
鳴
あ
り
。
官
属

猶
ほ
未
だ
香
を
行
は
ず
、

あ
つ

並
び
に
殿
前
に
在
り
。
聚
ま
り
立
ち
て
仰
ぎ
看
る
に
、
両
童
子
の
赤
衣
な

る
、
両
童
子
の
青
衣
な
る
、
倶
に
雲
中
よ
り
下
り
来
た
る
を
見
る
。

赤
衣
の
二
童
子

先
づ
殿
の
西
南
角
の
柱
下
に
至
り
、

一
白
蛇
の
身
の

た
け

ひ

な
げ
う

長

丈
余
な
る
を
抽
き
出
だ
し
、
仰
ぎ
て
雲
中

に
榔
つ
。
雷
声

漸
漸
と

さ
き

し

て
大

に
し

て
下
り
来

た

る

。
少
選

の
間

に
し

て
、
向

の
白

蛇

雲
中

よ

ま

り
直
ち
に
下
り
、
還
た
出
つ
る
所
の
柱
下
に
入
る
。
是
に
於
い
て
雲
気

う
た

つ

と
ど

転
た
低
く
し
て
地
に
着
き
、
青
衣
の
童
子

乃
ち
下
り
て
就
き
住
ま
る
。

さ
さ

一
人

殿
柱

を
捧

げ

、
地

を
離

る

る
こ
と

数
寸

。

一
童

子

下
よ

り
又

た

ば
か
り

一
白
蛇
の
長
二
丈
許
な
る
を
抜
き
出
だ
し
、
仰
ぎ
て
雲
中
に
郷
つ
。
是
に

や
う
や

於
い
て
四
童
子
も
亦
た

一
時
に
騰
上
し
、
雲
に
入
り
て
去
る
。
雲
気

梢

あ
ま
ね

く

高
く

、
布

散

し

て
天

に
遍

し
。
夜

に
至

り
、

雷

雨

大

い
に
霞

し
、
晩

ま
じ

ま

に
至
り

て
方

め

て
舞

る
。

あ
や
ま

ば
か
り

後

殿
柱
の
根
を
看
る
に
、
乃
ち
蹉
る
こ
と
半
寸
許
、
本
処
に
当
た
ら

う
が

ず
。
寺
僧

此
の
柱
は
腹

空
な
り
と
謂
ふ
。
乃
ち
柱
を
難
ち
て
心
に
至

る
に
、
其
の
内

果
た
し
て
空
な
り
。
竜
の
蔵
隠
す
る
と
こ
ろ
と
為
り
し

な
ら
ん
。

〔語
注
〕

○
弘
農
郡

現
在
の
河
南
省
山
門
峡
市
の
西
南
部
、
洛
陽
市
と
陳
西
省
成

陽
市
の
中
間
あ
た
り
の
地
。
○
禁
玉

未
詳
。
○
國
忌
日

代
々
の
天
子

及
び
皇
后
の
崩
御
の
日
に
相
当
す
る
忌
日
。
こ
の
日
役
人
達
は
職
務
を
休

み
、
寺
や
道
観
に
香
を
奉
納
し
て
法
要
を
行
う
。
『新
唐
書
』
巻
四
十
六

「百
官
志
」
に

「凡
國
忌
慶
務
日
、
内
敏
、
太
常
停
習
樂
、
爾
京
文
武
五

品
以
上
及
清
官
七
品
以
上
、
行
香
於
寺
観
。」
(凡
そ
国
忌
廃
務
の
日
に
は
、

や

内
教
、
太
常

楽
を
習
ふ
を
停
め
、
両
京
の
文
武
の
五
品
以
上

及
び
清

官
の
七
品
以
上
、
香
を
寺
観
に
行
ふ
。
)
と
あ
る
。
○
崇
敬
寺

長
安

・



静
安
坊
に
あ
っ
た
寺
。
会
昌
六
年

(八
四
六
)
に
唐
昌
寺
と
改
名
さ
れ
た
。

『唐
会
要
』
巻
四
十
八

「議
釈
教
」
下
に

「崇
敬
寺
、
在
艀
安
坊
。
本
階

慶
寺
。
高
祖
爲
長
安
公
主
立
爲
尼
。
高
祖
崩
後
、
改
爲
宮
、
以
爲
別
廟
。

も
と

後
又
爲
寺
。」
(崇
敬
寺
は
、
静
安
坊
に
在
り
。
本

階
の
廃
寺
な
り
。
高

祖

長
安
公
主
の
為
に
立
て
て
尼
と
為
す
。
高
祖

崩
ぜ
し
後
、
改
め
て

宮
と
為
し
、
以
て
別
廟
と
為
す
。
後
又
た
寺
と
為
す
。)
と
あ
る
。
○
齋

僧
侶
や
道
士
な
ど
が
行
う
法
会
。
こ
こ
で
は
、
読
経
し
て
故
人
の
追
福

を
祈
る
法
要
。
○
隠
隠

雷
の
音
。
『後
漢
書
』
「天
文
志
」
上
に

「須
奥

有
聲
、
隠
隠
如
雷
。」
(須
與
に
し
て
声
有
り
、
隠
隠
と
し
て
雷
の
如
し
。)

と
あ
る
。
○
難

長
く
雨
が
降
る
こ
と
。
○
龍
藏
隠

竜
が
樹
木
に
隠
れ

る
話
と
し
て
、
『論
衡
』
「龍
虚
」
篇
に

「盛
夏
之
時
、
雷
電
撃
折
破
樹
木
、

獲
壊
室
屋
。
俗
謂
天
取
龍
。
謂
龍
藏
於
樹
木
之
中
、
匿
於
屋
室
之
聞
也
。

雷
電
撃
折
樹
木
、
獲
壊
屋
室
、
則
龍
見
於
外
。
龍
見
、
雷
取
以
升
天
。」

(盛
夏
の
時
、
雷
電

撃
ち
て
樹
木
を
折
破
し
、
室
屋
を
発
壊
す
。
俗
に

カ

く

コカ
く

天

竜
を
取
る
と
謂
ふ
。
竜

樹
木
の
中
に
蔵
れ
、
屋
室
の
間
に
匿
る
る

を
謂
ふ
な
り
。
雷
電

撃
ち
て
樹
木
を
折
り
、
屋
室
を
発
壊
せ
ば
、
則
ち

あ
ら
は

竜

外
に
見
る
。
竜

見
る
れ
ば
、
雷

取
り
て
以
て
天
に
升
る
。)
と

あ
る
。
○

『大
業
拾
遺
記
』

作
者
未
詳
。
二
巻
。
『大
業
拾
遺
』

『大
業

拾
遺
録
』

『階
朝
遺
事
』
『階
遺
録
』
『南
部
姻
花
記
』
『南
部
姻
花
録
』
と

も
呼
ば
れ
る
。
『崇
文
総
目
』
「雑
史
」
類
は

『大
業
拾
遺
』

一
巻
、
顔
師

古
撰
と
言
う
が
、
『百
川
学
海
』
や
魯
迅

『唐
宋
伝
奇
集
』
は
二
巻
と
な

っ

て
い
る
。
『大
業
拾
遺
記
』
無
名
氏
の
蹟
文
に
よ
る
と
、
上
元
県
の
瓦
棺

寺
で
発
見
さ
れ
た

『階
書
』
の
遺
稿
の
中
に
顔
真
卿
書
写
の

『大
業
拾
遺

記
』

が
あ

っ
た

と

い
う
。

顔
師

古
撰

と
す

る
説

は

こ

れ
と

関
わ

る
か
。

〔訳
文

〕

弘
農

郡

の
太

守
察

玉

は
国
忌

日

に
崇
敬

寺

で
斎

を
設

け

た
。
突

然
真

っ

黒

い
雲

が
東

北

か
ら

真

っ
直
ぐ

仏
殿

に
向

か

っ
て
き
た

。
雲

の
中

か
ら

は

ご

ろ

ご

ろ
と

雷

鳴

が
響

い
て
き

た
。

役

人
達

は
ま

だ
香

を
奉

納
し

て

お
ら

ず

、
仏

殿

の
前

に
並

ん

で

い
た

。
人

々
が
立

っ
た

ま
ま

仰
ぎ

見

て

い
る
と

、

赤

い
衣

の
童

子

二
人

と
青

い
衣

の
童

子

二
人

が

一
緒

に
雲

の
中
か

ら

下
り

て
き

た
。

赤

い
衣

の
童

子

二
人

が
先

に
仏
殿

の
西
南

の
角

の
柱

の
所

に
行

く
と

、

一
丈

(三

・
=

m
)
余

り

の
白
蛇

を

一
匹

引

っ
張
り

出

し
、
雲

の
中

に

投

げ
込

ん
だ

。

す

る
と
雷

鳴

が
段

々
大
き

く

な

っ
て
雲

が
地

面

に
近
づ

い

て
き

た
。

し
ば

ら
く

す

る
と
先

ほ
ど

の
白

蛇

が
雲

の
中

か

ら
真

っ
直
ぐ

下

り

て
き

て
、
出

て
き

た
柱

の
下

に
戻

っ
て

い

っ
た

。
す

る
と

雲

は
次
第

に

低

く

な

っ
て
地

面

に
着
き

、
青

衣

の
童

子
が

下
り

て
き

た

。

一
人

は
柱

を

地

面

か
ら
数

寸

(
一
寸

11
三

・
一

一
㎝
)

の
高
さ

に
持

ち

上
げ
た

。

そ
し

て
も
う

一
人

の
童

子
が
柱

の
下
か

ら
ま

た

二
丈

(六

・
二
二

m
)

く

ら

い

の
白

蛇
を

一
匹

引

っ
張

り
出

し
、
雲

の
中

に
投
げ

込

ん
だ

。
そ

し

て
童

子

四
人

も
同

時

に
飛

び
上

が
り

、
雲

に
入

っ
て
去

っ
て

い

っ
た
。
雲

は
段

々

高

く

な
り

、
空

中

に
散

ら
ば

り
広

が

っ
た
。
夜

に
な

る
と

雷
雨

が
土
砂

降

り

に
な
り

、
翌

日

の
暮

れ
方

に
な

っ
て
や

っ
と
上

が

っ
た

。

そ

の
後

仏
殿

の
柱

の
根

元

を
見

て

み
る
と

、
何

と
半

寸

(
一

・
五

五
五

㎝
)

ほ
ど

元

の
場
所

か

ら
ず

れ

て

い
た

。
寺

の
僧

が

こ

の
柱

は

中
が
空

洞

だ
と

言
う

の
で
中
心

ま

で
穿

っ
て
み
た

と

こ

ろ
、

中

は
確

か

に
空

洞
だ

っ



た

。
竜

の
隠

れ
家
と

な

っ
て

い
た

の

で
あ

ろ
う

。

0

14

「李

靖
」

〔本

文
〕

唐

衛
國

公
李

靖

、
微
時

、
嘗

射
猟

鑑
山

中
、

寓
食

山
中

。
村

翁
奇

其
爲

人

、
毎
豊

韻
焉

。
歳

久
盆

厚
。

忽

遇
群

鹿

、
乃
逐

之
。
會

暮

、
欲

捨
之

不
能

。
俄

而
陰

晦
迷

路
、

荘
然

不
知

所
蹄

、
恨

恨
而

行
。

因
悶

盆
甚

、
極

目
有

燈
火
光

。

因
馳
赴

焉

。
既

至

、
乃
朱

門
大

第
、

將
宇

甚
峻

。
拍

門
久
之

、

一
人

出
間

。
靖

告
迷

道
、

且
請

寓
宿

。
人

日
、

「
郎
君

巳
出

、
猫

太
夫

人
在

。
宿

慮

不
可

。
」
靖

日
、

「
試

爲
沓

白
。
」
乃

入
告
。

復
出

日
、

「
夫
人

初
欲

不

許
、

且
以
陰

黒

、
客

又
言

迷
、

不

可
不
作

主
人

。
」
遜

入
鷹

中
。

有
頃

、

一
青
衣

出

日
、

「夫

人

來
。
」
年

可

五
十

絵

。
青
裾

素

嬬

、
肺

氣
清

雅

。
宛

若

士
大

夫

家

。
靖

前

拝

之
。
夫

人

答

拝

日
、

「兜

子
皆

不

在
、

不
合

奉

留

。
今

天
色

陰

晦

、
蹄

路
又

迷
。

此
若

不
容

、
遣

將
何
適

。
然

此
乃

山

野
之

居
、
児

子

還
時

、
或

夜

到
而

喧

、
勿

以

爲
催

。
」

既
而

食

。
頗

鮮
美

、

然
多

魚

。
食

畢

、
夫

人

入
宅

、

二
青
衣

送
躰

席
梱

褥
、
裳

被
香

潔
。

皆
極

舖
陳

、

閉
戸
緊

之
而

去

。

靖
濁
念

山

野
之

外
、
夜

到

而
岡
者

何
物

也
。

催

不
敢
寝

、
端

坐
聴

之

。

夜

將

半
、

聞

拍

門
聲
甚

急

。

又
聞

一
人
磨

之

。

日
、

「
天
符

、
報

大

郎

子
當

行

雨

。
周

此

山
七

百

里
、

五
更

須

足
。

無

慢
滞

、
無

暴

属
。
」
磨

者

受

符

入

呈

。
聞

夫

人
日

、
「
児

子

二

人
未

蹄
、

行

雨
符

到

。
固

辞

不

可
、

違
時

見
責

。
縦

使
報

之
、
亦

以
晩

 

。
憧
僕

無
任

專
之

理

、
當
如

之
何

。
」

一
小

青
衣

日
、

「
適
観

磨
中

客
、

非
常

人
也

。
蓋

請
乎

。
」
夫

人
喜

、
因

自

拍
其
門
日
、
「郎
覧
否
。
請
暫
出
相
見
。」
靖
日
、
「諾
。」
遂
下
階
見
之
。

夫
人
日
、
「此
非
人
宅
。
乃
龍
宮
也
。
妾
長
男
赴
東
海
婚
禮
、
小
男
送
妹
。

適
奉
天
符
、
次
當
行
雨
。
計
雨
庭
雲
程
、
合
癒
萬
里
。
報
之
不
及
、
求
代

又
難
。
軌
欲
奉
煩
頃
刻
聞
。
如
何
。」
靖
日
、
「
靖
俗
人
、
非
乗
雲
者
。
奈

何
能
行
雨
。
有
方
可
敏
、
即
唯
命
耳
。」
失
人
日
、
「荷
從
吾
言
、
無
有
不

可
也
。」
遂
勅
黄
頭
、
鞘
青
馳
馬
來
、
又
命
取
雨
器
。
乃

一
小
餅
子
。
繋

干
鞍
前
。
戒
日
、
「郎
乗
馬
、
無
勒

(勒
原
作
漏
。
擦
陳
校
本
改
。)
街
勒
、

信
其
行
。
馬
胞
地
噺
鳴
、
即
取
餅
中
水

一
滴
、
滴
馬
髪
上
。
愼
勿
多
也
。」

於
是
上
馬
騰
騰
而
行
、
候
忽
漸
高
。
但
謁
其
隠
疾
、
不
自
知
其
雲
上
也
。

風
急
如
箭
、
雷
窪
起
干
歩
下
。
於
是
随
所
躍
、
軌
滴
之
。
既
而
電
攣
雲
開
、

下
見
所
憩
村
。
思
日
、
「吾
擾
此
村
多
 
。
方
徳
其
人
、
計
無
以
報
。
今

久
旱
、
苗
稼
將
悸
。
而
雨
在
我
手
。
寧
復
惜
之
。
」
顧

一
滴
不
足
濡
、
乃

連
下
二
十
滴
。

俄
頃
雨
畢
、
騎
馬
復
蹄
。
夫
人
者
泣
於
磨
日
、
「何
相
誤
之
甚
。
本
約

一
滴
、
何
私
下
二
十
尺
之
雨
。
此

一
滴
、
乃
地
上

一
尺
雨
也
。
此
村
夜
半
、

平
地
水
深
二
丈
。
山豆
復
有
人
。
妾
已
受
謎
、
杖

八
十
 
。
」
但
視
其
背
、

血
痕
満
焉
。
「児
子
亦
連
坐
。
奈
何
。」
靖
懸
怖
、
不
知
所
封
。

夫
人
復
日
、
「郎
君
世
間
人
、
不
識
雲
雨
之
攣
。
誠
不
敢
恨
。
只
恐
龍

師
來
尋
、
有
所
驚
恐
。
宜
速
去
此
。
然
而
勢
煩
、
未
有
以
報
。
山
居
無
物
、

有
二
奴
奉
贈
。
総
取
亦
可
、
取

一
亦
可
。
唯
意
所
揮
。」
於
是
命
二
奴
出
來
。

一
奴
從
東
廊
出
、
儀
貌
和
悦
、
恰
恰
然
。

一
奴
從
西
廊
出
、
憤
氣
勃
然
、

拗
怒
而
立
。
靖
日
、
「我
猟
徒
、
以
圃
猛
事
。
今
但
取

一
奴
、
而
取
悦
者
、

人
以
我
爲
怯
也
。」
因
日
、
「雨
人
皆
取
則
不
敢
。
夫
人
既
賜
、
欲
取
怒



者
。」
夫
人
微
笑
日
、
「郎
之
所
欲
乃
爾
。
」

遂
揖
與
別
、
奴
亦
随
去
。
出
門
藪
歩
、
回
望
失
宅
。
顧
問
其
奴
、
亦
不

見
 
。
猫
尋
路
而
蹄
。
及
明
、
望
其
村
、
水
巳
極
目
、
大
樹
或
露
梢
而
已
、

不
復
有
人
。

其
後
寛
以
兵
権
静
冠
難
、
功
蓋
天
下
。
而
終
不
及
於
相
。
量
非
取
奴
之

不
得
乎
。
世
言
關
東
出
相
、
關
西
出
將
。
量
東
西
喩
邪
。
所
以
言
奴
者
、

亦
下
之
象
。
向
使
二
奴
皆
取
、
即
極
將
相
 
。
(出

『績
玄
怪
録
』)

〔訓
読
〕

唐
の
衛
国
公
李
靖
は
、
微
な
る
時
、
嘗
て
霊
山
中
に
射
猟
し
、
山
中
に

つ
ね

お
く

寓
食

す

。
村
翁

其

の
人
と
為

り
を

奇
と

し
、

毎

に
豊

か
に
韻

る
。

歳
久

ま
す

し

く
し

て
益
ま

す
厚

し

。

た
ま

忽

ち
群

鹿

に
遇

ひ
、

乃
ち
之

を
逐

ふ
。

会
た

ま
暮

れ

ん
と

し
、
之

を

捨

て
ん
と
欲

す

る
も
能

は
ず

。
俄

か

に
し

て
陰
晦

路

に
迷

ひ

、
荘
然

と

し

も
だ

ま
す

て
帰

る
所

を
知

ら
ず

、
恨

恨
と

し

て
行
く

。

因
り

て
悶

ゆ
る

こ
と
益

ま

す

甚

だ
し
き

も

、
目
を

極
む

れ
ば

灯
火

の
光

有
り

。

因
り

て
馳

せ
赴

く
。

既

た
か

た
た

に
至
れ

ば
、

乃
ち
朱

門
大

第

、
賠
宇

の
甚

だ
峻

き
あ

り

。
門
を

拍
く

こ
と

之

を
久

し
く
す

る

に
、

一
人

出

で

て
問

ふ
。

靖

道

に
迷

ひ
た

る
を

告た

げ

、
且

つ
寓

宿

せ

ん

こ
と

を

請

ふ
。

人

曰
く

、

「郎

君

已

に
出

で
、

独

だ
太

夫

人

在

る

の
み

。
宿

る

こ
と

応

に
可

な
ら
ざ

る
べ
し

」
と

。
靖

曰

く

、
「
試

み
に
為

に
杏
白

せ
よ
」

と

。
乃

ち

入
り

て
告

ぐ
。
復

た
出

で

て

し
ば
ら

お
も

曰

く
、

「
夫

人

初

め
許

さ
ざ

ら

ん

と
欲

せ

し
も

、

且
く

以

へ
ら
く

陰

黒

な

に
し

て
、
客

又
た

迷

へ
り
と

言

へ
ば

、
主

人
と
作

ら
ざ

る

べ
か
ら
ず

」

む
か

し
ば
ら

と

。
遽

へ
て
庁

中

に
入

る
。

頃
く
有

り

て
、

一
青

衣

出

で
て
曰

く

、
「
夫

に

カ

を
り

人

来
た
れ
り
」
と
。
年

五
十
余
可
。
青
裾
素
禰
に
し
て
、
神
気

清

あ
た
か

ご
と

す
す

雅
た
り
。
宛
も
士
大
夫
の
家
の
若
し
。
靖

前
み
て
之
に
拝
す
。
夫
人

ま
さ

答

拝

し

て

曰
く

、

「
児

子

皆
在

ら

ず

、
合

に
留

め
奉

る

べ
か

ら
ず

。
今

も

ゆ
る

天
色

陰

晦

に

し

て
、

帰

路

又
た

迷

へ
り
。

此

若

し
容

さ
ず

ん
ば

、

は

い
づ

ゆ

遣
り
て
将
た
何
れ
に
か
適
か
し
め
ん
。
然
れ
ど
も
此

乃
ち
山
野
の
居
に

か
ま
ぴ
す

お
そ

し

て
、
児

子

還
り

し
時

、

或

い
は
夜

に
到

り

て
喧

し
き

も
、

以

て
催

れ

を

為
す

勿

か
れ

」
と

。

既

に
し

て
食

ら

ふ
。

頗

る
鮮
美

な

る
も

、
然

れ
ど

を

も

魚
多

し

。
食

畢

は
り

、

夫
人

宅

に
入

り

、

二
青

衣

躰

席
梱

褥
を

送
る

に
、
裳

被

香

潔

な
り

。
皆

舗
陳

を
極

め

て
、

戸
を

閉
ざ

す

こ
と
之

き
び

お
も

を

緊

し
く

し

て
去

る
。
靖

独
だ

念

ふ
に

山

野

の
外

な

る

に
、
夜

に
到

さ
わ

り

て
岡
が

す
者

は
何

物

な

る
か
と

。
催

れ

て
敢

へ
て
寝

ね

ず
、
端

坐

し

て

之
を

聴
く

。

夜

将

に
半

ば

な
ら

ん
と

す

る

に
、

門
を

拍
く

声

の
甚

だ
急

な

る
を
聞

く
。

又

た

一
人

の
之

に
応

ず

る

を

聞
く

。

曰
く

、

「
天
符

あ

り
、

大

郎

子

め
ぐ

の
当

に
雨

を
行

ふ
べ
き

を
報

ず
。

此

の
山
を

周

る

こ
と
七

百

里
、

五
更

須
ら

く
足

る

べ
し

。
慢

滞
す

る

こ
と
無

く

、
暴
属

す

る

こ
と
無

か

れ
」
と

。

応
ず

る
者

符

を
受

け
入

り

て
呈

す
。

聞
く

に

夫

人

曰

く
、

「
児

子

二

も
と

人

未
だ
帰
ら
ざ
る
に
、
行
雨
符

到
れ
り
。
固
よ
り
辞
す
る
は
可
な
ら

た
と
ひ

ざ
る
も
、
時
に
違
は
ば
責
め
ら
れ
ん
。
縦
使
之
に
報
ず
る
も
、
亦
た
以
て

お
く晩

れ
ん

。
憧
僕

に
任
専

の
理
無
き

に
、
当

に
之

を
如

何
す

べ
き

」
と

。

一

た
ま

小
青

衣

曰

く

、
「
適

た

ま

庁
中

の
客
を

観

る

に
、

常

人

に
非

ざ

る
な

り

。

な
ん蓋

ぞ
請
ひ
ざ
る
か
」
と
。
夫
人
喜
び
、
因
り
て
自
ら
其
の
門
を
拍
き
て
日

ま
み

く

、
「
郎

覚

め
た

る

や
否

や
。

暫
く

出

で

て
相

見
え

ん

こ
と

を
請

ふ
」
と
。



靖

曰
く

、
「
諾

」
と

。
遂

に
階

を

下
り

て
之

に
見

ゆ
。
失

人

曰
く

、

「此

わ

人
宅
に
非
ず
。
乃
ち
竜
宮
な
り
。
妾
が
長
男

東
海
の
婚
礼
に
赴
き
、
小

ま
さ

男

妹
を

送

る
。
適

に
天
符

を
奉

り
、
次

い
で
当

に
雨

を
行

ふ

べ
し
。

両

こ

処
の
雲
程
を
計
る
に
、
合
に
万
里
を
癒
ゆ
べ
し
。
之
に
報
ず
る
も
及
ば
ず
、

代
を
求
む

る
も
又
た
難
し
。
軌
ち
頃
刻
の
問
を
煩
は
し
奉
ら
ん
と
欲
す
。

如
何
」
と
。
靖
曰
く
、
「靖
は
俗
人
に
し
て
、
雲
に
乗
る
者
に
非
ず
。
奈

何
ぞ
能
く
雨
を
行
は
ん
。
方
の
教
ふ
べ
き
有
ら
ば
、
即
ち
唯
だ
命
ず
る
の

い
や
し

み
」

と
。

夫

人

曰
く

、
「
荷

く

も

吾

が
言

に
従

は

ば

、
不

可
有

る
無

き

な

り
」

と
。

遂

に
黄
頭

に
勅

し

、
青
聰

馬

に
輔

し

て
来
た

ら
し

め
、

又
た
命

じ

て
雨
器

を
取

ら

し
む
。

乃
ち

一
小

鋭
子

な
り

。
鞍

の
前

に
繋

ぐ

。
戒

め

は

て
曰
く

、

「郎

馬

に
乗

り

て
、
勒

す

る

こ
と

無

く

勒

を
街

ま

し

め
、
其

ま
カ

カ

の
行
く
に
信
せ
よ
。
馬

地
を
胞
き
て
噺
鳴
せ
ば
、
即
ち
鋭
中
の
水

一
滴

し
た
た

を
取

り
、

馬

の
髪

上

に
滴

ら

せ
。
慎

み

て
多

く

す

る

こ
と

勿

か
れ
」

と

。

是

に
於

い
て
馬

に
上
り

て
騰

騰
と

し

て
行

き

、
倹

忽
と

し

て
漸
く

高

し
。

い
ぶ
か

但
だ

其

の
隠
疾

な

る
を
詩

り
、
自

ら

其

の
雲

上

な

る
を
知

ら
ざ

る
な

り

。

風

の
急
な

る

こ
と
箭

の
如

く

、
雷
鍵

歩

下

に
起

こ
る
。

是

に
於

い
て
躍

ひ

る
所

に
随

ひ

て
、
軌

ち
之

に
滴

ら
す

。
既

に
し

て
電

雲

を
製

き

て
開
き

、

み
だ

下

に
憩

ふ

所

の
村

を
見

る
。
思

ひ

て
曰

く
、

「
吾

此

の
村
を

擾

す

こ
と

ま
さ

め
ぐ

多

し
。
方

に
其

の
人

に
徳

ま

ん
と
す

る
も

、
計

る

に
以

て
報
ず

る
無

し
。

し
ほ

今

久
し
く
旱
し
、
苗
稼

将
に
惇
ま
ん
と
す
。
而
し
て
雨

我
が
手
に

な
ん

う
る
ほ

お
も

在
り

。
寧

ぞ
復

た
之

を
惜

し
ま

ん
」
と

。

一
滴

の
濡

す

に
足
ら
ざ

る
を
顧

ひ
、

乃
ち

連

下
す

る
こ
と

二
十

滴
。

を
は

俄
頃
に
し
て
雨

畢
り
、
騎
馬

復
た
帰
る
。
夫
人
な
る
者

庁
に
泣

も
と

き

て
曰
く

、

「何

ぞ

相

誤

る

こ
と

の
甚

だ

し

き

や
。

本

一
滴

を

約

せ

し

ひ
そ

に
、
何

ぞ
私

か

に
二
十

尺

の
雨
を

下
す

か

。
此

の

一
滴

は
、

乃
ち

地
上

の

一
尺

の
雨
な

り
。

此

の
村

夜
半

に
し

て
、
平

地

水

の
深
き

こ
と

二
丈
。

山豆
に
復

た
人
有

ら

ん

や
。
妾

已

に
謎

を
受

け

、
杖

八
十

な
り

」
と

。

但

だ

其

の
背

を

視

れ
ば

、

血
痕

満

つ
。

「児

子

も

亦

た
連

坐

す

。
奈

何

せ

こ
た

ん
」

と

。
靖

悪

ぢ
怖

れ
、

対

ふ

る
所

を

知
ら
ず

。

夫

人

復

た
曰

く
、
「
郎
君

は

世
間

の
人

に

し

て
、
雲
雨

の
変

を
識

ら
ず

。

誠

に
敢

へ
て
恨

み
ず

。

只
だ

竜
師

の
来

た

り
尋

ね
、

驚
恐

す

る
所
有

る
を

恐

る
。
宜

し
く

速

や
か

に
此

よ
り

去

る

べ
し
。
然

れ

ど
も

労
煩

せ

し
め

、

未
だ

以

て
報

い
る
有

ら
ず

。

山
居

に
し

て
物

無
き

も

、

二
奴

の
贈
り

奉

る

す

べ

え
ら

有
り

。
総

て
取

る
も

亦

た
可

な
り

、

一
を
取

る
も

亦

た
可

な
り

。
唯

だ

択

お
も

ぶ
所

を
意

へ
」

と
。

是

に
於

い
て

二
奴

に
命

じ

て
出

で
来

た
ら

し
む

。

一

奴
は

東
廊

よ
り

出

で
、
儀

貌

和
悦

に
し

て
、
恰
恰

然

た
り

。

一
奴

は
西
廊

お
さ

よ
り

出

で
、
憤
気

勃

然

と

し

て
、

怒
り

を

拗

へ
て
立

つ
。
靖

曰

く

、
「
我

は
猟

徒

に
し

て
、
闘

猛
を

以

て
事

と
す

。
今

但
だ

一
奴

を

取

る

に
、

而

し

よ
ろ
こ

て
悦

ぶ
者

を
取

ら
ば

、
人

我

を

以

て
怯
と

為
す

な
り

」

と
。

因
り

て
曰

く
、

「
両

人

皆

取

る
は

則

ち
敢

へ
て
せ

ず

。
夫

人

既

に

賜

れ
ば

、
怒

れ

る
者

を

取

ら

ん
と
欲

す

」
と

。
夫

人

微
笑

し

て
曰
く

、

「
郎

の
欲

す

し
か

る
所
は
乃
ち
爾
り
」
と
。

遂
に
揖
し
て
与
に
別
れ
、
奴
も
亦
た
随
ひ
て
去
る
。
門
を
出
つ
る
こ
と

数
歩
、
回
望
す
れ
ば
宅
を
失
ふ
。
顧
み
て
其
の
奴
に
問
は
ん
と
す
れ
ば
、

亦
た
見
え
ず
。
独
り
路
を
尋
ね
て
帰
る
。
明
く

る
に
及
び
、
其
の
村
を
望

あ
ら

め
ば

、
水

巳

に
目
を

極

め
、

大
樹

或

い
は
梢

を
露

は
す

の
み

に
し

て
、

ρ



復
た

人
有

ら
ず

。

お
ほ

其
の
後

寛
に
兵
権
を
以
て
冠
難
を
静
め
、
功

天
下
を
蓋
ふ
。
而
る

に
終
に
相
に
及
ば
ず
。
山豆
に
奴
を
取
る
の
不
得
に
非
ず
や
。
世
に
関
東

た
と

相

を
出

だ

し
、

関
西

将

を
出
だ

す
と

言

ふ
。
山豆
に
東

西

の
喩

へ
な

ら

ん

も

や
。
奴
と
言
ふ
所
以
は
、
亦
た
下
の
象
な
り
。
向
使
し
二
奴

皆
取
ら
ば
、

即
ち
将
相
を
極
め
し
な
ら
ん
。

〔語
注
〕

○
唐
衙
國
公
李
靖

五
七

一
～
六
四
九
。
字
は
薬
師
、
京
兆
三
原

(現
在

の
陳
西
省
西
安
市
の
北
)
の
人
。
唐
の
高
祖
、
太
宗
に
仕
え
た
名
将
。
唐

の
建
国
に
功
績
が
あ
っ
た
。
『旧
唐
書
』
巻
六
十
七
、
『新
唐
書
』
巻
九
十

三
に
そ
れ
ぞ
れ
伝
が
あ
る
。
○
霊
山

中
華
書
局
点
校
本

『続
玄
怪
録
』

は

「霊
山
」
に
作
る
。
雀
山
は
、
山
西
省
霊
県
の
西
南
に
あ
る
名
山
。
○

帳
帳

失
意

の
様
子
。
活
岳

「哀
永
逝
文
」
(『文
選
』
巻
五
十
七
)
に

「恨
恨
分
遅
邊
、
遵
吉
路
分
凶
蹄
。
思
其
人
分
巳
滅
、
覧
鯨
 
分
未
夷
。
」

し
た
が

(恨
恨
と
し
て
遅
遅
た
り
、
吉
路
に
遵
ひ
て
凶
帰
す
。
其
の
人
の
已
に
滅

や
ぶ

せ
る
を
思
ひ
、
余
跡
の
未
だ
夷
れ
ざ
る
を
覧
る
。)
と
あ
る
。
○
鷹

表

座
敷
。
○

黄
頭

下
僕
。
『逸
史
』
「斐
老
」
(
『太
平
広
記
』
巻
四
十
二

「神
仙
」
部
)
に

「至
則
果
見
小
門
。
拍
之
、
黄
頭
奴
出
。」
(至
れ
ば
則

ち
果
し

て
小
門
を
見
る
。
之
を
拍
け
ば
、
黄
頭
奴

出
づ
。)
と
あ
る
。

○
鞘

車
駕
の
具
。
○
小
餅
子

小
さ
い
釜
の
よ
う
な
器
。
『方
言
』
巻

五
に

「鍍
、
或
謂
之
鐘
。
北
燕
朝
鮮
洌
水
聞
、
或
謂
之
鎮
、
或
謂
之
鋭
。

江
准
陳
楚
之
間
謂
之
鋳
、
或
謂
之
鎮
。
呉
揚
之
間
、
謂
之
扇
。
釜
自
關
而

西
或
謂
之
釜
、
或
謂
之
鍍
。」
(鍍
は
、
或
い
は
之
を
鐘
と
謂
ふ
。
北
燕
朝

鮮
洌
水
の
間
、
或
い
は
之
を
鎮
と
謂
ひ
、
或
い
は
之
を
餅
と
謂
ふ
。
江
准

陳
楚
の
間

之
を
錆
と
謂
ひ
、
或
い
は
之
を
鍍
と
謂
ふ
。
呉
揚
の
間
、
之

を
扁
と
謂
ふ
。
釜
は
関
よ
り
し
て
西

或
い
は
之
を
釜
と
謂
ひ
、
或
い
は

之
を
鍍
と
謂
ふ
。)
と
あ
る
。
○
龍
師

『漢
書
』
巻
十
九

「百
官
公
卿
表
」

に

「竜
師
」
と
い
う
官
名
が
見
え
る
が
、
こ
こ
で
は
竜
を
管
轄
す
る
仙
界

の
役
人
だ
と
思
わ
れ
る
。
○
廊

表
座
敷
の
左
右
に
あ
る
脇
部
屋
。
○
和

悦

和
や
か
に
喜
ぶ
。
「
和
説
」
に
同
じ
。
『史
記
』
巻

一
百
二
十
六

「滑

稽
伝
」
に

「武
帝
時
有
所
幸
侶
郭
舎
人
者
、
獲
言
陳
僻
難
不
合
大
道
、
然

令
人
主
和
説
。」
(武
帝
の
時

幸
す
る
所
の
侶

郭
舎
人
な
る
者
有
り
、

の

言
を
発

し
辞

を
陳

ぶ
る

に
大
道

に
合

は
ざ

る
と
錐

も

、
然

れ
ど
も

人

主
を

和

説

せ
し
む

。
)

と
あ

る

。
○
恰

恰

然

和

や
か
な

さ
ま

。
に

こ
に

こ
す

る
。

『論
語
』

「
子
路

」
篇

に

「
子

日
、

『切

切
、
偲

偲

、
恰

恰
如

也

。
可

謂
士

 

。
朋

友
切

切
偲

偲

、
兄

弟
恰

恰

。』
」

(子

曰
く

、

「
切

切
、
偲

偲

、
恰

恰

如

な
り
。

士

と
謂

ふ

べ
し

。
朋
友

に
は
切

切
偲

偲

、
兄
弟

に
は
恰

恰
」

と

。
)

と
あ

る
。
○

勃

然

顔

色

を
変

え

る
さ

ま

。
む

っ
と

す

る
さ

ま
。

『孟

子
』

「
万
章

章
句

」

下

に

「
日
、

『
君
有

大
過

則
諌

。

反
覆

之
而

不
聴

、

則
易
位

。
』

王
勃

然
憂

乎
色

。
」

(
曰
く

、
「
君

大

過
有

ら

ば
則

ち
諌

む
。

か

之
を

反
覆

し

て
聴
か

ず

ん
ば

、
則

ち
位

を
易

ふ
」

と
。

王

勃

然
し

て
色

を

変
ず

。
)
と

あ

る
。

○
拗

怒

怒

り
を
抑

え

る
。
班

固

「
西
都

賦

」
(
『文

選
』
巻

一
)

に

「
躁

踊
其

十

二
三

、
乃

拗
怒

而
少

息
。
」

(
其

の
十

二
一二
を

お
さ

し
ば
ら

躁
踊

し
、

乃
ち

怒
り

を
拗

へ
て
少

く
息

ふ
。
)
と
あ

り

、
李

善
注

に

「
拗
、

猶

抑
也

。
」

(拗

は

、
猶

ほ
抑

の
ご

と
き

な
り

。
)
と

あ

る
。

○
關

東
出

相

、

關

西

出
將

函

谷

関

の
東

で
は
宰
相

を

、
西

で

は
将
軍

を
輩

出

す

る
。
『後



漢
書
』
巻
五
十
八

「虞
詔
伝
」
に

「諺
日
、
『關
西
出
將
、
關
東
出
相
。』
」

(諺
に
曰
く
、
「関
西

将
を
出
だ
し
、
関
東

相
を
出
だ
す
」
と
。)
○

『績
玄
怪
録
』

唐
の
李
復
言

(生
没
年
未
詳
)
の
撰
し
た
伝
奇
集
。
牛

僧
儒
の

『玄
怪
録
』
の
あ
と
を
継
ぐ
意
味
で
名
づ
け
ら
れ
た
。
太
和
年
間

以
降
の
異
聞
を
記
す
。
『新
唐
書
』
巻
五
十
八

「芸
文
志
」
・
『直
斎
書
録

解
題
』
は
五
巻
と
す
る
が
、
『郡
斎
読
書
志
』
は
十
巻
と
し
て
い
る
。
南

宋
に
は
臨
安
の
書
買
の
刻
し
た
四
巻
本
が
出
た
が
、
四
巻
本
は

『続
幽
怪

録
』
と
題
し
て
い
る
。
『太
平
広
記
』
に
は
三
十

一
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
話
は
前
野
直
彬

『六
朝

・
唐

・
宋
小
説
選
』
(中
国
古
典
文
学
大
系

平
凡
社

一
九
六
八
年
)
に

=

滴
の
水
」
と
題
し
て
収
め
ら
れ
て
い

る
。〔訳

文
〕

唐
の
衛
国
公
李
靖
は
世
に
出
る
前
、
霊
山
で
狩
猟
し
て
山
中
に
仮
住
ま

い
し
て
い
た
。
村
の
老
人
は
彼
の
人
と
な
り
を
得
が
た
い
も
の
と
し
て
、

い
つ
も
沢
山
の
食
べ
物
を
く
れ
て
お
り
、
年
が
経
つ
ご
と
に
厚
遇
に
な
っ

て
い
っ
た
。

あ
る
時
、
李
靖
は
鹿
の
群
に
出
く
わ
し
て
追
い
掛
け
た
。
ち
ょ
う
ど
日

暮
れ
方

で
あ
っ
た
の
で
諦
め
よ
う
と
し
た
が
、
諦
め
き
れ
な
か
っ
た
。
し

か
し
あ

っ
と
い
う
間
に
真

っ
暗
に
な
っ
て
道
に
迷

っ
て
し
ま

い
、
ど
う

帰
っ
て
良

い
か
も
分
か
ら
ず
、
と
ぼ
と
ぼ
と
歩
い
て
い
た
。
そ
し
て
ま
す

ま
す
困
り
果
て
て
い
た
と
こ
ろ
、
遥
か
彼
方
に
灯
り
が
見
え
た
の
で
、
駆

け
寄

っ
た
。
到
着
し
て
み
る
と
、
何
と
朱
塗
り
の
門
に
大
き
な
屋
敷
、

高
々
と
聾
え
立
つ
垣
根
が
あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
門
を
叩
い
て
い
る
と
、
出

て
き

て
誰

か
と

尋
ね

る
者

が
あ

っ
た

。
李

靖

は
道

に
迷

っ
た

こ
と

を
告

げ

、

さ
ら

に

一
夜

の
宿
を
求

め

た
。

そ

の
人

は

「
旦
那

様
は

お
出

か

け

で
、
大

奥

様

し

か

い
ら

っ
し

ゃ
い
ま

せ

ん

の

で
、

お

泊

め

で
き
ま

せ

ん

。
」
と

答

え

た

が
、
李

靖

が

「
試
し

に
申

し
上

げ

て

み

て
下
さ

い
。
」

と
言

う

の

で
、

中

に
入

っ
て
申

し

上
げ

た

。
再

び
出

て
き

て
言
う

に
は
、

「
奥

様

は
初

め

は
お
許

し

に
な

ら
な

い
お

つ
も

り

で
し

た
が

、
辺

り
も

真

っ
暗

で
、
客

人

は
道

に
迷

わ
れ

た
と

の
こ
と
、
主

人

と

な

っ
て
お
迎
え

せ
ざ

る
を

得

ま

い
、

と

の
仰

せ

で
す

。
」
李

靖

は
座

敷

に
招

き

入

れ
ら

れ

た
。

し
ば

ら

く
す

る

と

青

衣

の
侍

女

が
出

て
き

て
、

「
奥
様

が
お
出

で
で
す

。
」
と

言

っ
た

。
夫

人

は
年

の
頃
は

五
十
歳

を

過
ぎ

た
く

ら

い
、

青

い
裳
裾

に
白

い
薄

絹

を
ま

と

い
、
清

ら
か

な
雰

囲
気

で
あ

っ
た

。

ま

る
で
士

大
夫

の
家

の
夫

人

の
よ

う

で
あ

っ
た
。
李

靖

は
進

み
出

て
礼

を
施

し

た
。

夫
人

は
礼

を
返

し

て
、

「
息

子
達

が
居

り
ま

せ
ぬ
故

、

お
泊

め

す

る

べ
き

で

は
ご
ざ

い
ま

せ

ぬ
。

さ

り
と

て
も

は

や
空
も

暗

く
、

道

に
迷

わ
れ

た
と

の
こ
と

。
も

し
お

泊

め

さ

し
あ

げ
ね

ば

、

一
体

ど

こ

に
行
か

せ

る

こ
と
が

で
き

ま

し

ょ
う

や
。

そ

う

は
申

し

て
も

こ

こ
は
山
家

ゆ
え

、

息

子
が

帰

っ
て
来

る

の
は
夜

に
な

っ

て
お
騒

が

せ
す

る

や
も

し

れ
ま

せ

ぬ
が

、
ど

う
か

驚

か
れ

ま
せ

ぬ
よ

う
。
」

と

言

っ
た
。

そ

れ
か

ら
食
事

に
な

っ
た

。
と

て
も

新
鮮

で
美

味

し
か

っ
た

が

、
魚

が
多

か

っ
た

。
食
事

が
終

わ

る
と

、
夫

人

は
奥

に
入
り

、
青

衣

の

侍

女

二
人

が
寝
台

や
布

団
を

持

っ
て
き

て
く

れ
た

。
夜

具

は
良

い
香

り

が

し

て
清

潔
だ

っ
た
。

し

っ
か
り

と
し

つ
ら
え

る
と

、

戸
を
厳

重

に
閉

め

て

出

て
行

っ
た

。
李

靖

は

こ
ん
な

山
奥

な

の

に
、
夜

に

や

っ
て
き

て
騒

が
す

者

と
は

一
体

何
者

だ

ろ
う

か
、

と
ば

か

り
考

え

て

い
て
、
怖

く

て
眠
る

こ



と

も

で
き
ず

、
き

ち

ん
と
座

っ
て
耳

を
す

ま

し

て

い
た

。

真
夜

中

に
な

ろ
う
と

す

る
頃
、

せ
わ

し
げ

に
門

を
叩

く
音

が
聞

こ
え

て

き

て
、
そ

れ

に
答

え

る
声

も
聞

こ
え

て
き

た
。

「
天

の
命

令

書

に

よ
り

、

主

に
雨

を

降

ら

せ

よ
と

の
御

下
命

だ

。

こ

の
山

の
周

囲

七

百

里

(三

九

一

・
八

六

㎞
)
、
五
更

(午
前

五
時

頃
)
に
は
終

わ

ら
せ

て
お

か
ね

ば
な

ら

ぬ
。
遅

れ

て

は
な

ら

ぬ
し

、
荒

々

し
く

し

て
も

な

ら

ぬ
。
」

応
対

し
た

者

は
命

令

書
を
受

け

取

る
と
、

中
に
入

っ
て
夫

人

に
渡
し

た
。

す

る
と
夫

人

が

「
息

子

二
人
も

ま
だ

帰

っ
て
き

て
お

ら
ぬ

の
に
、
雨

を
降

ら
せ

る
命

令

書

が
届

い
て
し
も
う

た

。
も
と

よ
り

お
断

り

す

る

こ
と

は

で
き

ぬ
が
、

期

日
を
誤

っ
て
も

お

と
が

め
を
受

け

よ
う
。

も

し
息

子
達

に
知

ら
せ

よ
う

と

し

て
も

、
そ

れ

で
は
間

に
合

わ
ぬ
。

召
使

い
達

に
任
せ

る

こ
と
は

で
き

ぬ

の

に
、

一
体
ど

う

し

た
も

の
や
ら

。
」
と

い
う

の
が
聞

こ
え

て
き

た
。

す

る
と

一
人

の
若

い
青

衣

の
侍
女

が

「
偶
然

座

敷

の
お
客

様
を

お
見

か
け

し

ま

し
た

が
、

た
だ
者

で
は
な

い
よ
う

で
す

。

お
願

い
し

て
は
如
何

で
し

ょ

う

か
。
」

と

言

っ
た
。
夫

人

は
喜

び

、
自

ら
部

屋

の
扉

を
叩

い
て
、
「
お
客

様

、
起

き

て

い
ら

っ
し

ゃ

い
ま
す

か
。
ち

ょ

っ
と

お

い
で
頂

き

た

い
の

で

す

が
。
」
と

言

っ
た
。
李

靖

は

「
分

か
り

ま

し
た

。
」
と

答
え

、

そ
う

し

て

階

段
を

下
り

て
お

目

に
か

か

っ
た
。

夫

人
が

「
こ

こ
は
人

間

の
住

ま

い
で

は
あ
り

ま

せ
ぬ
。

実

は
竜
宮

な

の
で
す

。
私

の
長

男

は
東
海

の
婚

礼

に
出

か
け

て
お
り

、
下

の
息

子

は
妹
を

送

っ
て
出

か

け

て
お
り
ま

す
。

そ

こ

へ

丁
度
天

か

ら

の
命
令

書

を
頂

き
、
ま

も

な
く

雨
を

降

ら
せ

ね
ば

な
り

ま
せ

ぬ
。
長

男
と

弟

の
居
場

所
ま

で
の
道

の
り

を

考
え

て
み
ま
す

に
、

一
万
里

(五

五
九

八
㎞
)

以
上

も
あ

る
は
ず

で
す

。

知

ら
せ

よ
う

に
も

間

に
合

い

ま

せ

ぬ
し
、

代
理

の
者

を
探

す

の
も

難

し

い
の

で
す

。

そ

こ
で
僅

か

な
時

間

お

手

を
煩

わ

す

こ
と

を

お

願

い
し

た

い

の
で
す

が
、
如

何

で
し

ょ
う

か

。
」
と

言

う
と

、
李

靖

は

「
私
靖

は

俗

人

で
あ

っ
て
、
雲

に

乗

る
よ

う

な

者

で
は

あ
り

ま

せ

ん
。
ど

う

し

て
雨

を

降

ら

せ

る

こ
と

な

ど

で
き

ま

し

ょ
う

か
。

し
か

し
方

法
を

お
教

え

い
た
だ
け

る

の

で
あ
れ

ば

、
た
だ

御

命

令

下

さ

い
。
」
と

言

っ
た
。

夫

人

は

「
私

の
言

葉

通
り

に
し

て

下
さ

い

ま

し

た

ら
大
丈

夫

で
す
。
」
と

答

え

、
そ

こ

で
黄

色

い
頭

巾

の
下
僕

に
命

じ

て
葦
毛

の
馬

に
馬
具

を
付

け

て
引

い
て

こ
さ
せ

、
ま

た
雨

器
も

持

っ
て

こ
さ
せ

た
。

な

ん
と
小

さ

い
釜

で
あ

っ
た
。

そ
れ
を

鞍

の
前

に
繋

い
だ

。

夫

人

が
戒

め

て
言

う

に
は
、

「
そ

な

た

は
馬

に
乗

っ
た

ら
、

轡

を
引

か

ず

に
街
え

た
ま

ま

に
さ
せ

て
、
馬

の
好

き

な
よ
う

に
行

か

せ

て
下

さ

い
。

馬

が

地
面

を
掻

い
て
噺

い
た

ら
、

す
ぐ

に
釜

の
中

の
水

を

一
滴

取
り

、
馬

の

た

て

が
み

の
上

に
垂
ら

し

て
下

さ

い
。
決

し

て
増

や
し

た
り

は
な

さ

ら
ぬ

よ

う
。
」

と

の

こ
と

だ

っ
た

。

そ

し

て
馬

に
乗

っ
て
ぐ

ん
ぐ

ん
昇

っ
て

い
く
と

、
見

る
間

に
高

く

な

っ

て

い

っ
た
。

し

か
し
李

靖

は
早

い
の

に
穏

や
か
な

こ
と

を

不
思
議

に
思
う

ば

か
り

で
、
自
分

が
雲

の
上

に

い
る

こ
と

に
気

づ

い
て

い
な

か

っ
た

。
風

は

矢

の
よ
う

な
勢

い
で
吹
き

付

け

、
雷
鳴

が

足
下

で
鳴

り
響

い
て

い
た
。

そ
し

て
馬

が
跳

ね

る
の

に
合

わ

せ

て
、

そ

の
度

に
水

を

垂

ら
し

た
。

雷
が

雲

を

引

き

裂

く

と

、
下

に
世

話

に

な

っ
て

い
る
村

が

見

え

た

。
李

靖

は

「
私

は

こ
の
村

に
随
分

面

倒
を

か
け

て

い
る
。
村

人
達

に
恩

返

し
を

し
た

い
と

思
う
も

の
の
、

お
返

し
す

る
す

べ
が
な

か

っ
た
。

こ

の
と

こ

ろ
長
く

日
照
り

が
続

い
て
、
苗

が

枯

れ
か

か

っ
て

い
る
。

そ

し

て
雨
は
我

が
手

に



在

る
。

ど
う

し

て
出

し

惜

し

み
な

ど

し
よ
う

か

。
」

と

思

っ
た

。
そ

し

て

一
滴

で
は
足
り

な

い
と
考

え

、
続

け
ざ
ま

に

二
十

滴

垂

ら
し

た
。

あ

っ
と

言
う

間

に
雨
を

降

ら
せ

る
仕
事

は
終

わ
り

、
馬

は
再

び
戻

っ
て

い

っ
た
。
す

る
と

夫

人

は
座

敷

で
泣

い
て
お

り

、
「
何

ゆ
え

か

よ
う

な

ひ

ど

い
過
ち

を
。

も
と

も
と

一
滴

だ
と

お
願

い
し

て
お

り
ま

し

た

の
に
、
何

ゆ
え

勝
手

に
二
十
尺

(六

・
二

二

m
)
も

の
雨
を

降

ら

せ
た

の

で
す

か

。

こ
ち

ら

の

一
滴

は
、

地
上

の

一
尺

(一一=

・

一
㎝
)

の
雨

に
相

当
す

る

の

で
す
。

こ

の
村

は
夜

中

に

は
、
平

地

で
水

の
深

さ

が

二
丈

(
六

・
二

二

m
)

に
も

な
り

ま
し

た
。

ど
う

し

て
人
が
住

め

る

で
し

ょ
う

か

。
私

は

既

に
罰

と

し

て
杖

で

八
十

回
打

た

れ

ま

し
た
。
」

と

言

っ
た

。
彼

女

の
背

中

を
見

て
み

る
と

、
血

ま

み
れ

で
あ

っ
た
。

「息

子
達

も

連

坐
す

る

こ
と

に

な
り

ま

し

ょ
う

。

一
体

ど

う

す

れ
ば

よ

い
の
や

ら
。
」

李

靖

は
恥

ず

か

し

さ
と

恐
れ

か
ら

、
何
と

言

っ
た

ら

い

い
の
か

分

か
ら

な
か

っ
た

。

夫

人
は
更

に

「
そ

な
た

は
俗

世

の
人
間

で
あ

っ
て
、
雲

や
雨

の
変

化

に

つ

い
て
御
存

知
あ

り
ま

せ

ぬ
。

そ
れ
故

一
切
怨

み
に

思

っ
た
り

な
ど

致

し

ま
せ

ぬ
。

た
だ
竜

師

が
取
り

調

べ

に
来

て
、

そ
な

た
を

怖

が
ら

せ
は

せ

ぬ

か
と

心
配

で
す

。
急
ぎ

こ
こ
を

去
ら

れ
た
方

が
宜

し

い
で
し

ょ
う
。

さ
り

と

て
ご
面
倒

を

お
か

け
し

て
、

ま
だ

お
礼
を
致

し

て
お
り
ま

せ

ぬ
。

山
家

故

何
も

ご
ざ

い
ま

せ

ぬ
が

、
下

僕
を

二
人
差

し
上

げ
ま

し

ょ
う

。

二
人
と

も

お
連

れ

に
な

っ
て
も

結
構

で
す
し
、

ど
ち

ら
か

一
人

で
も

結

構

で
す
。

お
好

き

に
な

さ

い
ま

し

。
」
と

言

っ
た

。
そ

し

て
下

僕

二

人
を

呼

び
出

し

た
。

一
人

は
東

の
脇
部

屋

か
ら
出

て
き

た
が

、
容

貌

は
穏

や
か

で

に
こ

に

こ
し

て

い
た

。
も

う

一
人

は
西

の
脇
部

屋
か

ら
出

て
き

た

が
、
憤

っ
た
様

子

で
、
怒

り

を

抑

え

な

が
ら

立

っ
て

い
た

。
李

靖

は

「
私

は

猟

師

で
、

猛

々
し
さ
を

重

ん
じ

て

い
る
。
今

下

僕

一
人
だ

け

を
連

れ

て
行
く

な

ら
、

嬉

し

そ
う

な

の
を

連

れ

て

い

っ
た
ら

人
は

私

の

こ
と
を

臆
病

者
だ

と

思
う

だ

ろ
う

。
」

と
思

い
、
「
二
人
と
も

連

れ

て

い
く

の
は
ご

遠
慮

い
た
し
ま

す

。

折

角
奥

様

が
下

さ

る

の
で
す
か

ら
、
怒

っ
て

い
る
方

の
者
を

い
た
だ
き

た

く

思

い
ま
す

。
」

と
言

っ
た
。
夫

人

は
微
笑

ん

で
、
「
そ
な
た

が
望

ま

れ
る

の
は

そ
ち

ら

で
す

ね

。
」
と

言

っ
た

。

そ

れ
か

ら
挨
拶

を
交

わ

し

て
別
れ

る
と

、

下
僕

も
後

を

つ
い
て

い

っ
た

。

門
を
数

歩
出

て
振

り

返

っ
て

み
る
と

、
家

は

見
え

な
く

な

っ
て

い
た

。
振

り
向

い
て
下
僕

に
尋

ね
よ
う

と

す

る
と
、

下
僕

も

居
な

く
な

っ
て

い
た
。

李

靖

は
ひ
と

り
道

を

探
し

て
帰

っ
て

い

っ
た

。
明

け
方

に
な

っ
て
元

の
村

を

見

る
と

、
見
渡

す

限
り
水

浸

し
、
大

木

の
梢

が
見
え

る
ば

か

り

で
、
誰

一
人
居

な

か

っ
た
。

そ

の
後
李

靖

は

つ
い
に
兵

を

率

い
る
身

分

と
な

っ
て
戦
乱

を
鎮

め

、
天

下

に
鳴

り

響

く

功
績

を

立

て
た

。

し
か

し

と

う

と

う

宰

相

に

は
な

れ
な

か

っ
た

。

そ
れ

は
下

僕
を
手

に

い
れ
る
時

に
穏

や
か

な
下
僕

を
も

ら

わ
な

か

っ
た

か

ら

で
は
あ

る
ま

い
か

。
世

間

で
は

函
谷

関

よ
り
東

は

宰
相

を
出

し

、
函

谷

関
よ
り

西

は
将

軍
を

出
す

と
言

う

。

こ
れ

が
下
僕

の
東
西

を
喩

え

て

い
る

の

で
は
あ

る
ま

い
か

。

下
僕
と

言
う

の
は

、
臣

下

の
象

徴

で
あ

る
。
も

し

下
僕
を

二
人
と
も

手

に

い
れ

て

い
た
ら

、
将

軍
と

宰

相

の
両
方

の
位

を

極

め

て

い
た

で
あ

ろ
う

。

(続

)
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